
 

 

 

 

 

 

 

 

 校庭の木々も色づき，落ち葉が舞い散り，朝の冷え込みに冬を感じる季節となりました。 

 今年の秋は，稲刈り，運動会，演劇鑑賞会，学校農園のさつまいもの収穫など，子どもたちの生き生きとし

た姿を見る機会が多くありました。昨年の自分を思い出し，「こんなことができるようになった」と自身の成

長を振り返っている子もみられました。「新しいことを知った」「できた」「頑張った」がたくさん増え，子ど

もの自己肯定感が高まってきているように感じます。  

 

 

 

 

１０月２１日（土）に運動会がありました。夏休み明けから練習していたダンスや，工夫を凝らした障

害物競走・団体種目などで，子どもたちは，全力を出し切って競技・演技をして，観客の皆さんから，大

きな拍手と声援をいただきました。声出し応援が久しぶりにできるようになったことで，子どもたちも

自然と「やったー」「がんばれ」など素直な表現で運動会を楽しむことができました。子どもたちの笑顔

とあきらめない心を見ることができた運動会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和５年度学校だより 

第５号（R５.12.1） 

宇都宮市立上河内西小学校長  

山本 晶子  

 

＜教育目標＞ ✿自立 ✿共生 ✿逞しさ 

鶴ヶ峰 

「それ，貸してください！」５・６

年生は，だれを借りたのかな？ 
いよいよ運動会の始まりです。 １・２年生がはぐろちゃんを運び

ます。 

地域協議会の委員の皆様も応援にき

てくださいました。 

足を揃えて「１・２・１・２」協力し

て走ります。 

「たまあつめ  頭脳プレー」で

は，３・４年生が玉を抱えて行っ

たり来たり。 

スポーツの秋・芸術の秋・食欲の秋…学びの秋 

運動会「赤白ともにあきらめず みんなと笑顔で勝利をつかめ！」 運動会「赤白ともにあきらめず みんなと笑顔で勝利をつかめ！」 

１・２・３年生のダンス 

リズムに乗って元気に

楽しく踊りました。 

４・５・６年生はよさこ

いです。はっぴを着て

踊る姿がかっこいい！ 

ナンバンギセル 



 

 

６月に学校農園に苗を植えたサツマイモが収穫の

時期を迎えました。苗を一緒に植えた１・６年生，２・

５年生，３・４年生が協力してサツマイモを掘

りました。思い出に残る時間を過ごしました。 

 

 

 

 ３年生は，社会科の学習でスーパーマーケット

見学に行きました。普段は見ることのできないバ

ックヤードを見せていただき，「家族と一緒に買い

物に来ているけれど，こんなところで作っていた

なんて知らなかった。」と探求心が高まっていまし

た。詳しく説明をしてくださったサンユー上河内

店の皆様，買い物中に子どもたちの質問に答えて

いただきました地域の皆様，ご協力ありがとうございました。この後子どもた

ちは，自分ならどんな工夫をしたスーパーを作れるかを考え，学びを深めていきます。  

 

 

 

１１月１日にらくりん座さんによる演劇鑑賞会があ

りました。前半は，スマホを使ってゲームをするときの

課金やネット通販に潜む危険性を楽しく学びました。後

半は，「ブレーメンの音楽隊」をもとにした動物たちのお

話です。体育館がいつもとは違って劇場のようになって

いる中，子どもたちはお話の世界に引き込まれていました。 

  

 

 １０月２５日に，岡本地区コニュニティープラザにて，宇都宮河内ライオ

ンズクラブによる標語の表彰式がありました。４０１名の応募の中から，本

校では２名が表彰を受けました。「まほうだな 友達の笑顔は かがやくね」

「友達は 自然な笑顔を みんなにくれる」の二つの作品は，JR 岡本駅前に

掲示されています。機会がありましたらご覧ください。近藤さん，田口さんおめでとうございます。 

 

 

子どもたちは，校外学習や出前授業の先生達から，体験を通して様々なことを学びました。その一部を

紹介します。 

 

 

 

 

 

 

ライオンズ標語表彰 

さつまいもの収穫 

スーパーマーケットへ レッツゴー 

ここを掘るといいよ。 たくさんとれたぞ～。 

演劇鑑賞会「あっスマホ！～沼の神様の巻～」「いっしょにいこうよ」 

体験学習がいっぱいでした 

エスペール賞受賞吉澤延隆先生。

箏の演奏に聞き入りました。 

西組関白獅子舞保存会の皆様による

迫力ある踊りに目が釘付けです。 

八幡山では，博物館の先生に地

層について教えてもらいました。 

☆校長室より☆ 右の写真は，給食マナー週間の時に保健給食委員さんが， 

正しいお椀の持ち方を説明しているところです。お椀の下に指を入れて親 

指でお椀のふちを押さえるのは高学年でも難しいようです。ユネスコ無形 

文化遺産になった「和食」のすばらしさ感じたり，それをさらに次の世代 

に伝えていったりするには，マナーも大切だなと感じた１週間でした。 


